
日本の医療制度の貢献により
日本人は世界で最も健康な国の一つとなっている。

日本は世界各国の中で最も長い平均余命を有する国の一つであり、
その他先進国と比較して最も低い乳児死亡率を有する国の一つである。

出生時平均余命：2013年（歳） 乳児死亡数：2013年（出生1,000人当たりの死亡数）

*米国の乳児死亡率は2012年のデータ。
出典：Health Advances analysis; OECD Health Statistics Database (accessed April 2016).
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